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主論文 

Promotion of osteogenesis and angiogenesis in vascularized tissue-engineered bone  

using osteogenic matrix cell sheets. 
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論文審査の要旨 

 

血行不良部位での再生不能な骨欠損や広範囲骨欠損の治療には血管柄付き骨

移植術が行われるが、侵襲が大きいという欠点がある。申請者はこれに代わる技術と

して、骨形成細胞シートを用いた血管柄付きの人工骨を考案し、その有用性を検証す

るために組織学的および生化学的に研究を行った。 

ラット生体内に、側溝を形成した人工骨（β-tricalcium phosphate）を導入し、その溝

にラットの動静脈血管束を通し、その血管束周囲にラット骨髄間葉系幹細胞から作製

した骨形成細胞シートを充填するモデルを作成した。 実験の結果、人工骨の中心に

ある血管束周囲から，放射状に旺盛な血管形成と新生骨形成が促進されることが明ら

かとなった。 また、生化学的な検討の結果からも、骨形成および血管形成を示すデ

ータが得られ、血管柄付き人工骨作製における骨形成細胞シートの有用性が示され

た。 この結果は人工骨内部に培養細胞を搭載しなくとも、血管柄付き人工骨の作製

を可能にした、画期的かつ独創的な研究と考えられる。 将来ヒトにおいて血管柄付き

人工骨が効率的に作製可能になれば、合併症などのリスクを伴う血管柄付き骨移植

術に替わり得る優れた治療法になる可能性が高い。 

本研究は、広範囲骨欠損に対する再生医療の発展に寄与する有意義な研究と評

価され、博士（医学）の学位に値すると考える。                  
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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